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令和５年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

 
１ 実践校名 釜石市立栗林小学校 

 
２ 実 践 名 学校経営に基づいた60プラスプロジェクトの実践 

 
３ 実施対象者 栗林小学校 全校児童 

 
４ 目 標  

◎自らの体力や健康に関心を持ち、運動に親しむ資質や能力を身に付けることによ

り、健康の保持増進と体力の向上を図る。 

◎家庭や地域と連携し、健全な食生活や生活習慣について考える機会を通し、基本的

な生活習慣を身に付けさせる。 

 
５ 実践内容 実践内容 

該当する 

推薦基準 

（１）体力テストやインボディ測定の結果と連動させた朝運動の取り組み 

・朝運動の年間計画（資料１）（資料７） 

・体力テスト後の振り返り→キャリアパスポートへ（資料２） 

・インボディ測定の記録（資料３） 

ア 

（２）学びフェストプラスの進捗状況を確認しながらの取り組み（体育部） 

・学びフェスト（資料４） 
イ 

（３）ノーメディアデイに合わせて行う運動習慣や生活習慣の見直し 
 ・ノーメディア取り組みカード（資料５）（資料７） 

イ・ウ 

（４）栄養教諭による食の指導、肥満児の保護者への食育指導 
・食育計画・食の指導年間計画（資料６）（資料８） 

ウ 

 
６ 成 果 

○自らの課題を把握した上で、体育科の授業や朝運動で体力向上に取り組んできたこと 

で、持久力等の体力向上が図られつつあることや、晴れの日は外で遊ぶ習慣が身に付 

いてきた。 

○家庭への啓発を行うことで、休日や長期休暇中であっても、児童が体を動かすことの 

効果を理解し、運動を日常化させることができた。 

○児童自身が各自の成果・課題を理解し、課題の克服に継続した運動が必要であること 

を実感できた。 

〇食の指導を系統的に行うことにより食に対する関心や意識が高まってきた。 

 
７ 課 題 

●取り組み期間以外にも、運動や食事、睡眠時間等の自ら生活改善について意識させる 

こと。 

●家庭でのメディアルールを確立させることにより、メディア視聴以外の様々な活動に

目を向けさせること。 

●親子で食生活について見直す機会を設けることにより家庭での食生活の改善を図る

こと。 

 
８ 今後の予定 

 長時間のメディア視聴による身体への悪影響について、睡眠の質の向上や望ましい睡

眠時間と絡ませながら保健指導を実施する。 

 食育指導として、学校全体での給食会（栗っ子ワクワ給食）を開催し、学級の垣根を

超えた交流や他教職員との交流により、食育計画の指導重点である「望ましい人間関

係の育成」を図る。 
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